
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（岸壁） 

発生日時 令和８年１月１９日 ００時３０分頃 

発生場所 広島県広島港第３区 

 広島港草津
く さ つ

外中防波堤灯台から真方位２４８°１.８海里（Ｍ）付

近 

 （概位 北緯３４°２０.９′ 東経１３２°２２.２′） 

事故の概要  プレジャーボートMIE
ミ エ

丸は、航行中、岸壁に衝突した。 

事故調査の経過 令和８年２月２７日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート MIE 丸、２.６トン 

 ２９４－２５５５７広島、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特定 

 負傷者 軽傷 １人（船長） 

 損傷 本船 船首部に圧壊（廃船） 

岸壁 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北東、風速 約２m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、釣果が良かった日には魚を市場に

持って行っていたので、この日の昼間に船長等が釣った魚を広島県広

島市草津漁港の市場に水揚げする目的で、令和８年１月１８日２３時

４５分頃、同県廿日市
は つ かい ち

市のマリーナを出航した。 

船長は、仕事の傍ら、年間約４０～５０回の頻度で釣りに出掛けて

いた。また、ふだん２１時頃に眠気を感じ始めて床に入り、６、７時

間程度の睡眠を取っていた。 

船長は、マリーナを出航する際、２１時を過ぎていたので、眠気を

感じていたが、草津漁港までの航程が往復で約３０分なので、眠気を

我慢できると思った。 

船長は、草津漁港で釣った魚を水揚げした後、１９日００時２０分

頃、帰途についた。船長は、操舵室右舷側の操縦席に腰を掛け、約 

１８ノットの対地速力で、手動操舵によって本船を西南西進させてい

る間に強い眠気を感じて居眠りした。 

本船は、広島市五日市岸壁（以下「本件岸壁」という。）に向かっ

て航行し、船首部が本件岸壁に衝突した。 

（図１ 参照） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

本船は、操舵室の前方付近から浸水し始めて右舷側に傾いた。 

船長は、目覚めて身の危険を感じ、操舵室から出て、船外に脱出

し、泳いで本件岸壁に辿
たど

り着き、階段を上ったところ、その場所が柵

で仕切られた関係者以外立入禁止場所であったことから、監視システ

ムが作動し、警察に通報された。 

船長は、駆けつけた警察官に対して股関節の痛みと寒気を訴え、警

察官が手配した救急車で病院に搬送され、両股関節炎と診断された。 

本船は、水船となっていたので、後日、引き揚げられた。 

船長は、救命胴衣を着用していた。 

分析 (1) 船長は、マリーナを出航する際、眠気を感じていたが、航程が

往復で約３０分であったことから、眠気を我慢できると思い、出

航を取り止めるなどの措置を採らなかったものと考えられる。 

(2) 本船は、西南西進中、船長が居眠りしたことから、本件岸壁に

衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、西南西進中、船長が居眠りしたため、本

件岸壁に衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、出航前から眠気を感じていた場合、操船中に

居眠りをするおそれがあるので、仮眠を取るなどして眠気を払拭

するか出航を取りやめるなどの措置を採ること。  
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